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美
浦
村
の
大
切
な
歴
史
遺
産
で
あ

り
、
美
浦
村
を
語
る
う
え
で
は
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
『
陸
平
貝
塚
』
。

で
も
、
具
体
的
に
何
が
す
ご
い
の
？

と
聞
か
れ
た
ら
…

　

縄
文
時
代
、
霞
ヶ
浦
は
海
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
食
料
が
豊
富
で
暮
ら
し

や
す
い
霞
ヶ
浦
一
帯
に
は
遺
跡
が
数

多
く
存
在
し
ま
す
。
近
く
だ
と
、
土

浦
市
、
稲
敷
市
、
阿
見
町
に
も
。
そ

の
中
で
、『
美
浦
村
の
陸
平
貝
塚
』
が

特
別
視
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
で
し

ょ
う
か
。
陸
平
貝
塚
は
「
何
が
す
ご

い
の
か
」
を
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

日
本
屈
指
の
規
模
を
誇
る
縄
文
時

代
の
貝
塚
遺
跡
で
、
当
時
は
霞
ヶ
浦

に
浮
か
ぶ
島
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
島
状
の
台
地
（
安
中
台
地
）
に
あ

り
ま
す
。
広
大
な
台
地
を
取
り
囲
む

斜
面
に
残
さ
れ
た
大
小
８
ヶ
所
の
貝

塚
群
は
、
縄
文
時
代
早
期
か
ら
後
期

の
も
の
。
貝
塚
の
周
囲
に
は
、
縄
文

人
の
生
活
の
舞
台
で
あ
っ
た
谷
な
ど

の
自
然
地
形
が
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
住
所　

美
浦
村
土
浦
２
３
５
９

　

☎
０
２
９

－

８
８
６

－

０
２
９
１

※
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
日
・
祝

　

日
・
年
末
年
始
休
館
で
す
。

▼
ア
ク
セ
ス

◇
車　

常
磐
自
動
車
道
「
桜
土
浦
Ｉ

Ｃ
」
よ
り
国
道
１
２
５
号
バ
イ
パ

ス
で
約
４０

分

◇
バ
ス　

Ｊ
Ｒ
土
浦
駅
よ
り
西
口
①

バ
ス
の
り
ば
木
原
経
由
江
戸
崎
行

き
乗
車
。
「
谷
津
入
」
で
下
車
し
て

タ
ク
シ
ー
で
約
５
分
、
も
し
く
は

「
大
谷
」
で
下
車
し
て
３
・
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。

中
村
さ
ん

中
村
さ
ん
！

で
も
、
ほ
か
の
貝
塚
と

陸
平
は
何
か
ち
が
う
の
？

せ

…

、

説
明
で
き
ま
せ
ん
！

み
ほ
ー
す
の
服
も
、
縄
文
人

の
服
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
よ

陸
平
貝
塚
っ
て
、

何
が
す
ご
い
ん
で
す
か
？

美
浦
村
の
紹
介
に
は

必
ず
陸
平
が
載
っ
て
い
る
ね

お

か

だ
い
ら
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残
念
な
が
ら
、
美
浦
村
の
小
中
学
校
で

使
わ
れ
て
い
る
社
会
の
教
科
書
に
は
陸
平

貝
塚
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
縄
文
時
代
の
と

こ
ろ
で
出
て
く
る
の
は
三
内
丸
山
遺
跡
や

大
森
貝
塚
な
ど
で
す
。
し
か
し
、
学
校
で

使
っ
て
い
る
地
図
帳
を
よ
く
見
て
み
て
く

だ
さ
い
。
陸
平
貝
塚
の
名
前
を
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
す
。
教
科
書
に
出

て
来
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
が
っ
か
り
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
陸
平
貝
塚
は
「
考
古

学
を
学
ぶ
者
に
は
避
け
て
通
れ
な
い
道
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
す
ご
い
遺
跡
な
の
で

す
。
で
は
、
そ
の
理
由
を
み
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

教
科
書
に
出
て
く
る
大
森
貝
塚
は
、
明

治
時
代
に
ア
メ
リ
カ
人
の
モ
ー
ス
博
士
に

よ
っ
て
、
日
本
で
初
め
て
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
た
遺
跡
で
す
が
、
陸
平
貝
塚
は
そ
の

モ
ー
ス
博
士
に
学
ん
だ
佐
々
木
忠
二
郎
と

飯
島
魁
が
、「
日
本
人
の
手
で
」
初
め
て
発

掘
し
た
記
念
す
べ
き
遺
跡
な
の
で
す
。
ま

さ
に
日
本
の
考
古
学
は
陸
平
貝
塚
か
ら
始

ま
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
す
。

 

貝
塚
は
縄
文
人
た
ち
が
貝
を
採
っ
て
き

て
食
べ
た
後
の
貝
殻
を
捨
て
た
場
所
で
す

が
、
陸
平
貝
塚
に
は
、
数
百
〜
数
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
広
が
り
を
持
つ
貝
塚
が
８
ヶ

所
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
去
の

発
掘
で
は
そ
の
貝
塚
の
厚
さ
が
４
メ
ー
ト

ル
以
上
あ
っ
た
と
い
う
記
録
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
万
数
千
年
続
い
た
縄
文
時
代

の
中
で
、
陸
平
貝
塚
は
縄
文
時
代
の
早
期

（
約
八
千
年
前
）
〜
後
期
（
約
三
千
五
百
年

前
）
の
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
貝
塚
が
残

さ
れ
た
全
国
的
に
珍
し
い
遺
跡
な
の
で
す
。

　

関
東
地
方
は
貝
塚
の
密
集
地
域
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
都
市
化
が
進
み
周

囲
の
環
境
が
自
然
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い

る
貝
塚
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
陸
平
の
よ
う
に
大
規
模
な

貝
塚
が
周
囲
の
景
観
も
含
め
よ
く
残
さ
れ

て
い
る
の
は
奇
跡
に
近
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

以
上
三
つ
の
こ
と
を
主
な
理
由
と
し
て
、

平
成
１０

年
、
陸
平
貝
塚
は
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
、
永
久
的
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
２０

年
度
か
ら
、
小
規
模
な
発
掘
調

査
を
住
民
参
加
の
形
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
い
つ
も
新
し
い
成
果
を
発
信
し
て

い
こ
う
と
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
（
動
く

博
物
館
構
想
）
、
こ
の
よ
う
な
試
み
は
全
国

的
に
も
珍
し
く
、
先
駆
的
な
事
例
と
い
え

ま
す
。
貝
塚
に
は
貝
殻
の
他
に
、
や
は
り

獲
っ
て
き
て
食
料
に
し
た
獣
の
骨
や
魚
の

骨
も
た
く
さ
ん
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
貝
塚
は
縄
文
人
た
ち
が
何
を
食
べ
て

い
た
の
か
、
当
時
の
自
然
環
境
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
遺
跡
な
の
で
す
。
例
え
ば
、
陸
平
の
縄

文
人
は
、
ハ
マ
グ
リ
や
ウ
ナ
ギ
を
好
ん
で

食
べ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

陸
平
貝
塚
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

地
域
の
方
々
で
す
。
陸
平
貝
塚
で
は
、
縄

文
ム
ラ
ま
つ
り
や
、
土
器
づ
く
り
な
ど
の

体
験
指
導
、
そ
れ
に
貝
塚
の
草
刈
り
や
案

内
な
ど
、
地
域
の
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ

保
存
と
活
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
３０

年

前
に
は
荒
藪
で
あ
っ
た
貝
塚
を
現
在
の
よ

う
に
き
れ
い
に
し
、
み
ん
な
が
集
え
る
場

所
に
し
た
の
も
地
域
の
人
達
の
力
で
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
中
心
と
な
っ
て
推
進

し
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
陸
平
を

ヨ
イ
シ
ョ
す
る
会
」
は
、
業
績
が
あ
っ
た

考
古
学
者
や
文
化
財
保
護
団
体
に
与
え
ら

れ
る
「
藤
森
栄
一
賞
」
と
「
和
島
誠
一
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
調
査
さ
れ
た
部
分
は
全
体
の

極
わ
ず
か
で
、
陸
平
貝
塚
に
は
縄
文
時
代

の
暮
ら
し
を
復
元
す
る
上
で
貴
重
な
情
報

が
大
量
に
眠
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
の

貴
重
な
財
産
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

【広大な野原】【復元竪穴住居】【縄文池】 【文化財センター】

陸
平
貝
塚
っ
て
、

教
科
書
に
は
出
て
こ
な
い
よ
ね

他
の
遺
跡
と
な
に
か
違
う
の
？

イ
ベ
ン
ト
で
見
か
け
る

縄
文
服
を
着
た
人
は
何
の
人
な
の
？

今
で
も
調
査
し
て
い
る
の
？

陸
平
貝
塚
の
保
存
活
用
に
は
、
美
浦
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
及
び
お
か
だ
い
ら
ゴ
ル
フ
リ
ン

ク
ス
か
ら
の
基
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

陸
平
貝
塚
の
保
存
活
用
に
は
、
美
浦
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
及
び
お
か
だ
い
ら
ゴ
ル
フ
リ
ン

ク
ス
か
ら
の
基
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

よ
く
分
か
り

ま
し
た
♪

い
さ
お



44広報みほ　平成２９年７月号

題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています

（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　陸平貝塚公園の縄文体験がつくばケーブルテレ

ビの「らこたん♪」という番組で紹介されること

になり、収録が５月３１日におこなわれました。深

澤桜子アナウンサーが縄文食、土器作り、土笛作

りを体験し、みほーすも登場して村のＰＲをしま

した。どのように紹介されるかが楽しみです。

　残念ながらつくばケーブルテレビは村内では視

聴できませんが、今後ＹｏｕＴｕｂｅで公開され

るそうです。視聴できる日が待ち遠しいですね。

　

５
月
３０
日
、
美
浦
村
国
際
交
流
協

会
で
は
、
日
本
語
教
室
の
事
業
の
一

環
と
し
て
つ
く
ば
市
在
住
で
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
出
身
の
ス
ル
タ
ニ
・
ト
ロ

ペ
カ
イ
さ
ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、

「
イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

ア
ジ
ア
南
西
部
の
国
の
文
化
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
に
は
会
員
以
外
の
方
の
参

加
も
あ
り
、
同
じ
ア
ジ
ア
圏
で
も
、

南
東
部
と
南
西
部
で
は
生
活
習
慣
を

は
じ
め
と
し
た
文
化
が
大
き
く
違
う

の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
み
ん
な
興
味

深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
日
本
語
教
室
に
も
活
か
せ

る
と
い
い
で
す
ね
。

《
会
員
の
募
集
》

　

美
浦
村
国
際
交
流
協
会
で
は
随
時

　

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。　

　

【
問
合
せ
】
役
場
企
画
財
政
課

　村と阿見郵便局は５月２６日、高齢者や子どもの

見守りなどに関する協定を締結しました。

　郵便局員が郵便物の配達中に、高齢者や子ども、

障がいを持った方等、住民の異常を発見したり、

ポストに郵便物がたまっていることに気付いた時

や、道路の穴ぼこや損傷、不法投棄の現場を発見

した場合に村の担当課へ連絡するというものです。

　今後この協定が安全・安心なまちづくりにつな

がっていくことでしょう。

　

５
月
２７
日
・
２８
日
の
２
日
間
、

村
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
村

文
化
協
会
（
山
崎
喜
久
男
会
長
）

主
催
に
よ
る
「
第
３４
回
美
浦
村

文
化
協
会
春
の
発
表
会
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
館
内
に
は
写
真
や
油

絵
、
絵
手
紙
、
お
花
、
盆
栽
、

俚
謡
、
俳
句
、
陶
芸
等
の
作
品

が
展
示
さ
れ
、
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
舞
台
発
表
に
は
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
大
ホ
ー
ル

で
は
熱
気
で
満
ち
溢
れ
る
な
か
、

カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
、
バ
レ
エ
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
社
交
ダ

ン
ス
、
和
太
鼓
等
が
披
露
さ
れ
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
日
頃
の
熱
心
な

活
動
が
、
作
品
や
発
表
か
ら
伝

わ
っ
て
く
る
発
表
会
で
し
た
。

文
化
協
会
「
春
の
発
表
会
」
開
催
！

文
化
協
会
「
春
の
発
表
会
」
開
催
！

ステージの部 展示の部

つくばケーブルＴＶで
縄文体験が紹介されました
つくばケーブルＴＶで
縄文体験が紹介されました

異
文
化
理
解
の

　

勉
強
会
を
開
催

異
文
化
理
解
の

　

勉
強
会
を
開
催

郵便局と高齢者や子どもの
　　　　見守りに関する協定
郵便局と高齢者や子どもの
　　　　見守りに関する協定
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優　勝　美駒

準優勝　下舟子

第３位　大谷

最優秀選手　石井 秀和（美駒）

優 秀 選 手　田中 裕樹（下舟子）

第３５回地区対抗
混合バレーボール大会

第３５回地区対抗
混合バレーボール大会

　６月１２日おかだいらゴルフリンクスにおいて、

第３５回美浦村民ゴルフ大会が開催されました。

　今大会には８２名の方が参加され、選手の皆さん

は日ごろ鍛えた自慢の腕を競い合いました。

【大会結果】

☆総合の部　　　　　　☆女性の部

　優　勝　小倉 勝　　　  優　勝　広瀬 敏子

　準優勝　飯塚 雅光　　  準優勝　山口 志津江

　第３位　堀越 学　　　  第３位　小泉 江津子

☆ベストグロス賞　飯塚 雅光

【村民ゴルフに協賛をいただいた方々】

第３５回村民ゴルフ大会第３５回村民ゴルフ大会

フリーダムＳＣ
  県大会出場決定！

フリーダムＳＣ
  県大会出場決定！

優　勝　大谷

準優勝　花見塚

第３位　大須賀津

地区対抗ソフトボール大会地区対抗ソフトボール大会

※７地区参加　リーグ戦

　第４４回茨城県学年別少年サッカー大会県南地区

大会が、４月２９日～５月７日に県南各会場にて実

施されました。県南大会は高学年の部６８チーム、

低学年の部６１チームが出場し、１次リーグ、２次

リーグを勝ち上がったチームが７月に行われる県

大会に出場することができます。フリーダムサッ

カークラブは、高学年（６年・５年選抜）、低学年

（４年・３年選抜）共に苦しい激戦で強豪を制し、

県大会出場を決めました。

　県大会での活躍も期待したいですね。

　６月１０日、梅雨入り宣言を吹き飛ばすような晴

天のもと、狭山丘陵（埼玉県所沢市）にて「ふれあ

いハイキング」が開催されました。

　今年はコースを決めず自由行動とし、６３名の参

加者は多摩湖周遊やゆり園散策等、各自が思い思

いのコースを満喫しました。

◇フリーダムサッカークラブでは、サッカー好きの

　仲間を募集しています。（年中～小学４年生まで）

　☎０９０－４０４７－７７９９（代表：中根）

５/２８　光と風の丘公園多目的競技場５/２８　光と風の丘公園多目的競技場

ふれあいハイキング開催ふれあいハイキング開催

６/６～９　農林漁業者トレーニングセンター６/６～９　農林漁業者トレーニングセンター

株式会社アサヒビジネス、井上造園株式会社、おかだい

らゴルフリンクス、共進測量設計株式会社、こわたり株

式会社、有限会社篠田工務店、スガノ農機株式会社茨城

工場、誠和工業株式会社美浦工場、株式会社ダスキン龍

ヶ崎、テニスショップトップ、トーヤク株式会社、株式

会社ナカジマ、有限会社ホースシューイング志賀、細谷

建設工業株式会社、松浦建設株式会社、株式会社水戸京成

百貨店、美浦ゴルフ倶楽部、美浦ゴルフ練習場、株式会

社ユニフード、和宏体育施設株式会社《順不同・敬称略》

低学年チーム▲

高学年チーム▲
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　５月２１日、東京競馬場（２，４００ｍ・芝コース）で行わ

れた第７８回優駿牝馬（オークス）において、美浦トレー

ニング・センター藤沢和雄厩舎所属のソウルスターリ

ング号が優勝しました。また、翌週の５月２８日に東京

競馬場（２，４００ｍ・芝コース）で行われた第８４回東京優

駿（日本ダービー）でも同じく藤沢和雄厩舎所属のレイ

デオロ号が優勝し、昨年１２月に続き同一厩舎による２

週連続ＧⅠ制覇の偉業を達成しました。

　翌週の５月２８日に行われた日本ダービーを沸かせた

のはレイデオロ号でした。

　スタート直後はスローペースとなったレースを見守

るかのように後方集団につけましたが、向正面の直線

になると、外から一気に２番手までポジションをあげ

好位置につけました。そのまま最終コーナーまで回り

きり、直線で一気にスパート。粘るライバルを交わし

て先頭へと抜け出すと、後ろから懸命に追ってくるラ

イバルたちを寄せつけず先頭でゴール。日本ダービー

の栄冠を手にしました。

　担当の本間壮右調教助手は、「普段はおとなしく扱い

やすい馬ですが、負けず嫌いでとにかく走るのが好き

です。レース前になるといつもテンションが上がりま

すが、今回はいつも以上に気持ちが高ぶっている感じ

でした。レースはゴール前で見ていましたが、ゴール

する瞬間までは勝つかわからなかったので、勝った瞬

間興奮して同僚と抱き合って喜びました。」と語ってく

れました。

　圧巻の勝利で女王に輝いたソウルスターリング号と

渾身の競馬で日本ダービーを制したレイデオロ号。こ

の２頭の今後のさらなる活躍が楽しみですね。

おめでとう　美浦所属馬　ＧⅠ　制覇！おめでとう　美浦所属馬　ＧⅠ　制覇！

ソウルスターリング号

「第７８回オークス」「第７８回オークス」

藤沢 和雄 調教師 手島 正勝 厩務員

　前レースの桜花賞では３着に終わってしまったもの

の、今回もファンの期待は高くソウルスターリング号

は１番人気を背負ってのスタート。スタートダッシュ

を決めると好位につけ、そのまま道中を駆け抜ける。

そして、最終コーナーを回り直線に入ったとたんにス

パートをかけると、先頭に立ち一気に後続との差を広

げそのままゴール。見事優勝しました。

　担当の手島正勝厩務員は、「気持ちが優しく、とても

かしこい馬ですが、調教だったり外に出たときにはピ

リピリとする時もあります。レース前は、いつもに比

べれば落ち着いていた感じです。スタートゲートに入

れた後は映像でレースを見ていましたが、前レースが

良くなかっただけに、勝った瞬間ホッとしました。多

くのファンの人気も背負っていただけに素直によかっ

たです。」と語ってくれました。

　ファンの期待に、ソウルスターリング号は見事優勝

という形で応えました。

レイデオロ号

「第８４回日本ダービー」「第８４回日本ダービー」

藤沢 和雄 調教師 本間 壮右 調教助手
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選挙管理委員会からのお知らせ

所在地：美浦村宮地１２１１－２

期日前投票所の開設場所が変更になります

◇問合せ先　美浦村選挙管理委員会事務局（役場総務課内）☎０２９－８８５－０３４０

問合せ先　美浦村文化財センター（生涯学習課）☎０２９－８８６－０２９１

変更前変更前

美 浦 村 役 場

変更後変更後

みほふれ愛プラザ
（１階ホール）

みほふれ愛プラザ
美浦村役場美浦村役場

美浦郵便局美浦郵便局

美浦中学校美浦中学校

美浦村
中央公民館
美浦村
中央公民館

光と風の丘公園光と風の丘公園

夏休みは美浦村文化財センターへ

※作成した土器・土笛・さき織りは、後日引き渡しです。

※藍染は、藍の育成状況により変更または中止になる場合があります。ご了承ください。

青森県油川の木下家で直系の女子だけに伝承されてきた組紐の技法で、ミサンガを作ります。

夏の縄文体験

古代組みひも講座（クテ打ち組紐技法）

【日　時】　７月２８日（金）、２９日（土）、３０日（日）　午前９時３０分～午後４時

【日　時】　８月２７日（日）　午前の部　午前９時３０分～正午 ／ 午後の部　午後１時３０分～４時

【対　象】　小学生高学年以上の方　※低年齢のお子さんは親同伴で申込み可

【体験料】　２００円　　　　　　　　【定　員】　各部１０名（先着）

【申込み】　８月１日（火）以降、文化財センター窓口もしくは電話で申込んでください

※休館日は月曜日と７月１８日（火）、８月１１日（金）

体験メニュー

縄文土器 午前１１時まで

午後２時まで

午後３時まで

午後２時まで

午後２時まで

８００円

４００円

３００円

１００円

２００円

ミニ土器

土笛

縄文クッキー

まが玉

体験料 受付時間 体験メニュー

古代組みひも 午後３時まで

午後２時まで

午後２時まで

※土日のみ

２００円

５００円

大６００円

小４００円

無料 随時

さき織り

藍染め（ハンカチ）

縄文服を着てみよう

体験料 受付時間

※事前申込不要

子どもか
ら

大人まで

　美浦村選挙管理委員会では、これまで期日前投票を「美浦村役場」で行っておりましたが、投票環境

の向上を図るため、平成２９年８月２７日執行の茨城県知事選挙からは「地域交流館みほふれ愛プラザ」に

て行うことになりました。期日前投票所へお越しになる際は、お間違えのないようご注意ください。

※茨城県知事選挙の詳細については８月号に掲載します。
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補
助
金
交
付
の
申
請
は
、
年
度

ご
と
に
新
た
に
申
請
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
継
続
事
業
や
補
助
金
交

付
を
す
で
に
受
け
て
い
る
団
体
で

も
、
指
定
期
間
内
に
申
請
が
な
い

場
合
は
補
助
金
交
付
の
希
望
な
し

の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。
申
請
の

手
続
き
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

広
く
公
益
を
増
進
す
る
村
民
自

身
が
提
案
･
実
施
す
る
事
業
で
、

村
の
施
策
に
合
致
し
、
行
政
に
代

わ
っ
て
そ
の
目
的
を
果
た
す
こ
と

が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
事
業
。

　

他
の
村
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
団
体
で
、
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
す
団
体
。

･
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
を
目
的

　

と
し
な
い
非
営
利
団
体

･
村
内
在
住
者
が
５
人
以
上
在
籍

　

し
て
い
る
団
体

･
活
動
拠
点
の
事
務
所
の
所
在
地

　

が
村
内
に
あ
る
団
体

　

一
団
体
１
年
間
。（
内
容
に
よ
り

最
長
３
年
間
ま
で
継
続
可
能
）

　

活
動
事
業
費
の
２
分
の
１
（
上

限
３０

万
円
。
３
年
目
は
上
限
１０

万

円
）
。
た
だ
し
、
次
の
経
費
は
補
助

の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

◎
社
会
通
念
上
、
自
己
負
担
ま
た

　

は
会
費
で
賄
う
べ
き
も
の
、
公

　

金
支
出
に
そ
ぐ
わ
な
い
経
費　

　

上
位
団
体
負
担
金
、
交
際
費
、

　

視
察
研
修
経
費
（
交
通
費
を
除

　

く
）
、
慶
弔
費
、
飲
食
費
、
懇
親

　

会
費
等

◎
団
体
職
員
の
人
件
費

　

補
助
の
趣
旨
か
ら
団
体
の
事
務

　

は
団
体
自
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

募
集
期
間
内
に
「
美
浦
村
補
助

金
等
公
募
申
請
書
（
役
場
企
画
財

政
課
で
配
布
。
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）
」
を

役
場
企
画
財
政
課
に
提
出
（
持
参
）

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
事
業
の
内
容
等
に
よ
っ
て
は
他

　

の
書
類
の
提
出
が
必
要
と
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
募
集
期
間　

８
月
１
日
（
火
）
〜

　

８
月
３１

日
（
木
）

＊
受
付
は
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後

　

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

村
長
は
、
補
助
金
検
討
委
員
会

で
審
査
し
た
内
容
を
勘
案
し
、
採

択
･
不
採
択
を
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
採
択
さ
れ
た
補
助
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
の
内
容
、
申

請
団
体
名
、
補
助
金
の
額
等
を
広

報
み
ほ
等
で
公
表
し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
企
画
財
政
課
☎

　

０
２
９－

８
８
５－

０
３
４
０

　

内
線
２
０
８

平
成
３０

年
度
の
補
助
金
交
付

事
業
を
募
集
し
ま
す

平
成
３０

年
度
の
補
助
金
交
付

事
業
を
募
集
し
ま
す

村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
村
づ
く
り
活
動
を
応
援
！

　

村
で
は
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
「
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
村

づ
く
り
活
動
」
を
応
援
す
る
た
め
、「
公
募
制
度
」
に
よ
り
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
来
年
度
（
平
成
３０

年
度
）
の
補
助
金

交
付
を
希
望
す
る
団
体
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

六
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

土
に
生
き
抜
く
苦
労
の
証
皺
の
手
の
平
鍬
の
胼
胝　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

強
い
ふ
り
し
て
口
に
は
せ
ぬ
が
し
が
み
つ
き
た
い
亡
夫
の
胸　
　
　

山
崎
笑
子

罪
も
無
い
の
に
国
さ
え
追
わ
れ
死
闘
続
き
の
避
難
民　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

津
波
去
っ
た
が
暮
ら
し
が
立
た
ぬ
凌
ぎ
切
ろ
う
よ
助
け
合
い　
　

武
田
か
ず
お

強
く
生
き
よ
う
苦
難
に
耐
え
て
確
と
幸
せ
つ
か
む
ま
で　
　
　
　

篠
原
美
千
代

尽
き
た
ア
イ
デ
ア
苦
心
の
俚
謡
白
髪
頭
の
毛
が
抜
け
る　
　
　
　
　

山
口
壱
路

妻
と
連
れ
添
い
苦
楽
を
重
ね
知
ら
ず
知
ら
ず
に
共
白
髪　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

爪
に
灯
し
た
苦
労
の
炎
知
ら
ぬ
ふ
り
し
て
笑
う
母　
　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

ツ
バ
メ
今
年
も
来
る
か
と
待
て
ば
下
見
し
に
来
た
燕
尾
服　
　
　

長
谷
川
悦
子

つ
ば
め
巣
づ
く
り
薫
風
香
る
四
季
を
感
じ
つ
年
齢
刻
む　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

月
の
明
か
り
に
く
っ
き
り
浮
か
ぶ
白
い
ぼ
ん
ぼ
り
大
手
ま
り　
　
　

木
村
幸
子

辛
い
事
で
も
生
活
の
中
で
試
行
錯
誤
の
道
開
く　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

月
に
一
回
苦
労
は
し
て
も
至
極
楽
し
い
日
和
吟　
　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

土
と
口
ば
し
苦
心
の
巣
に
は
確
と
子
育
て
親
ツ
バ
メ　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

つ
つ
じ
祭
り
に
奇
し
く
も
出
会
い
知
っ
た
あ
な
た
の
恋
心　
　
　
　

門
脇
悠
美

つ
る
り
喉
越
し
葛
餅
食
べ
て
偲
ぶ
あ
の
日
の
隠
れ
宿　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

辛
い
思
い
も
暮
ら
し
も
我
慢
知
ら
ず
議
員
は
爆
弾
語　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

尽
く
し
尽
く
さ
れ
苦
労
も
問
わ
ず
幸
せ
築
く
夫
婦
道　
　
　
　
　
　

増
尾
清
蓮

後
戻
り
出
来
ぬ
人
生
青
大
将　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
あ
さ
子

流
鏑
馬
の
翁
に
抱
か
れ
青
葉
の
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

悠
久
の
風
吹
き
渡
る
陸
平
の
初
夏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

美
浦
村
の
平
和
連
な
る
青
田
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

「
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
」
と
蜥
蜴
の
動
き
愛
し
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

雷
一
声
怠
惰
の
胸
に
響
き
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

万
緑
の
み
な
ぎ
る
風
や
平
和
郷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

馬
耳
東
風
楽
観
主
義
よ
春
の
雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

人
の
世
は
笑
顔
で
感
謝
風
光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

一
人
居
も
絵
皿
を
替
え
し
初
夏
の
膳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

薫
風
や
衿
開
け
纏
う
筑
波
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
き
み
枝

芝
ざ
く
ら
花
咲
く
夢
咲
く
夫
婦
愛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

み　

ほ　

文　

芸

み　

ほ　

文　

芸
く

わ

た

こ

つ

ま

と

し

お

か

く

ら

し

と

か

げ

お
き
な

や

ぶ

さ

め

ら
い
い
っ
せ
い

ま

と

え

り

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

折
句
「
つ
く
し
○
」
病
句
禁

対
象
と
な
る
事
業

対
象
と
な
る
事
業

対
象
と
な
る
団
体

対
象
と
な
る
団
体

交
付
で
き
る
期
間

交
付
で
き
る
期
間

補
助
で
き
る
金
額

補
助
で
き
る
金
額

応
募
方
法

応
募
方
法

補
助
金
交
付
の
決
定

補
助
金
交
付
の
決
定
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【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

値
上
が
り
の
見
込
み
が
ほ
と
ん

ど
な
い
よ
う
な
原
野
等
を
、
将
来

値
上
が
り
す
る
か
の
よ
う
に
偽
っ

て
販
売
す
る
手
口
を
原
野
商
法
と

い
い
ま
す
。

　

過
去
に
こ
う
し
た
被
害
に
遭
っ

た
人
に
土
地
の
売
却
話
を
も
ち
か

け
、
調
査
費
、
名
義
変
更
料
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で
費
用
を
支
払

わ
せ
る
二
次
被
害
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

「
土
地
を
買
い
た
い
人
が
い
る
」

等
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
う
の
み

に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

土
地
が
必
ず
売
れ
る
と
い
う
話
の

根
拠
や
、
契
約
内
容
に
つ
い
て
書

面
で
説
明
を
求
め
ま
し
ょ
う
。 

　

ま
た
、
契
約
を
検
討
す
る
場
合

は
、
土
地
の
所
在
地
の
自
治
体
等

に
土
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
現
地
に

行
く
こ
と
や
、
登
記
情
報
を
自
分

や
家
族
の
目
で
実
際
に
確
認
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。 

（
２
件
と
も
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　

見
守
り
新
鮮
情
報
よ
り
抜
粋
）

　　　　

「
国
民
健
康
保
険
税
○
○
円
分

の
還
付
金
が
あ
る
。
×
×
銀
行
か

ら
振
り
込
む
の
で
口
座
番
号
を
教

え
て
ほ
し
い
」
や
「
平
成
２８
年
３
月

ま
で
の
医
療
費
の
還
付
金
が
○
○

円
あ
る
。
△
△
銀
行
か
ら
振
り
込

む
の
で
口
座
番
号
を
教
え
て
ほ
し

い
」
等
、
県
内
で
市
町
村
等
の
職

員
を
装
い
『
還
付
金
詐
欺
』
と
思
わ

れ
る
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
の

情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
全
国
各
地
で
も
市
区
町

村
等
の
職
員
を
装
い
、
不
審
な
電

話
や
保
険
証
を
搾
取
す
る
と
い
う

事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
こ
の
よ
う
な
不
審
な
電

話
や
訪
問
者
が
あ
っ
た
場
合
、
相

手
の
職
員
証
を
確
認
す
る
か
、
名

前
・
電
話
番
号
を
聞
き
、
す
ぐ
に

最
寄
の
警
察
か
茨
城
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
、
ま
た
は
村
の

国
保
年
金
課
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合
☎
０
２
９

－

３
０
９

－

１

　

２
１
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

tt
　

p
://w

w
w

.k
o
u
ik

i-ib
a
ra

k
i.jp

/)
＊
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
不
審
電
話

　

情
報
提
供
よ
り
抜
粋

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

 

知
人
か
ら
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー

等
に
誘
わ
れ
、
売
却
利
益
を
目
的

に
仮
想
通
貨
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、

も
う
か
る
ど
こ
ろ
か
支
払
っ
た
お

金
も
戻
っ
て
こ
な
い
と
い
う
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

仮
想
通
貨
は
、
価
格
が
急
激
に

低
下
す
る
な
ど
の
リ
ス
ク
を
伴
う

た
め
、
将
来
必
ず
値
上
が
り
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
組
み

や
取
引
に
伴
う
リ
ス
ク
等
が
よ
く

分
か
ら
な
け
れ
ば
決
し
て
契
約
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
仮
想
通
貨
交
換
業
の
登

録
が
な
け
れ
ば
、
国
内
で
仮
想
通

貨
と
法
定
通
貨
と
の
交
換
サ
ー
ビ

ス
は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

不
安
を
感
じ
た
と
き
は
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　消費生活に関する

問合せ・相談は消費

 生活センターへ

現
在
、
県
内
で
は
還
付
金

詐
欺
と
思
わ
し
き
不
審
電

話
が
多
発
し
て
い
ま
す

現
在
、
県
内
で
は
還
付
金

詐
欺
と
思
わ
し
き
不
審
電

話
が
多
発
し
て
い
ま
す

　

趣
味
の
会
で
知
り
合
っ
た

人
に
勧
め
ら
れ
て
、
１
年
前

に
仮
想
通
貨
へ
の
投
資
の
説

明
会
に
行
っ
た
。「
仮
想
通
貨

を
購
入
す
る
と
価
値
が
上
が

る
」
と
言
わ
れ
、
約
９０

万
円

振
り
込
ん
だ
。「
１
年
経
っ
た

ら
会
社
が
買
い
取
る
」
と
言

わ
れ
て
い
た
が
業
者
と
連
絡

が
取
れ
な
い
。
返
金
し
て
も

ら
い
た
い
。

　

（
当
事
者

：

６０

歳
代
女
性
）

知
人
か
ら
誘
わ
れ
た

　

仮
想
通
貨
へ
の
投
資　

　
　
　

も
う
か
る
は
ず
が
…

知
人
か
ら
誘
わ
れ
た

　

仮
想
通
貨
へ
の
投
資　

　
　
　

も
う
か
る
は
ず
が
…

み
な
さ
ん
ご
注
意
を
！

み
な
さ
ん
ご
注
意
を
！

　

「
あ
な
た
が
３５

年
前
に
購

入
し
た
北
海
道
の
原
野
を
欲

し
い
人
が
い
る
」
と
電
話
が

あ
り
、
来
訪
し
て
も
ら
う
こ

と
に
し
た
。
来
訪
し
た
担
当

者
に
「
現
地
に
行
っ
て
調
査

が
必
要
」
と
言
わ
れ
、
調
査

費
用
と
し
て
３５

万
円
を
支
払

３５
年
前
に
購
入
し
た

　
　

原
野
が
売
れ
る
！？

　
　
　
　

二
次
被
害
に
注
意

３５
年
前
に
購
入
し
た

　
　

原
野
が
売
れ
る
！？

　
　
　
　

二
次
被
害
に
注
意

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）

　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　☎０２９－８８５－７１４１（直通）

（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が

　不在の場合がありますので、電話でご確認ください）

◇消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※局番なし。

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）

　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

い や や

っ
た
。
そ
の
後
、
担
当
者
か

ら
「
親
会
社
が
倒
産
し
た
」

と
連
絡
が
あ
っ
た
後
、
電
話

が
通
じ
な
く
な
っ
た
。

　

（
当
事
者

：

７０

歳
代
男
性
）
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女
性
が
活
躍
す
る

　
　
　

社
会
を
目
指
し
て

　
　 　
　
　

山
本　

一
惠

　

県
女
性
プ
ラ
ザ
の
開
館
３０
周
年

の
記
念
の
集
い
が
５
月
１３
日
に
あ

り
、
そ
の
中
の
記
念
講
演
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
の
元
キ

ャ
ス
タ
ー
国
谷
裕
子
さ
ん
。「
女
性

が
活
躍
す
る
社
会
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
て
、
キ
ャ
ス
タ
ー
を
努
め

た
２３
年
間
の
経
験
等
を
事
例
を
紹

介
し
な
が
ら
の
講
演
で
し
た
。

　

国
谷
さ
ん
は
、
女
性
が
働
く
環

境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
と

語
り
、『
第
１
子
出
産
後
も
働
く
女

性
は
５０
％
を
超
え
て
き
た
が
、
仕

事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
制
度
が

あ
る
も
の
の
、
男
性
と
女
性
が
平

等
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
希
薄
で

あ
る
。
働
く
意
識
が
高
い
女
性
ほ

ど
離
職
率
が
高
い
と
の
調
査
結
果

も
出
て
い
る
。
男
性
の
方
に
チ
ャ

ン
ス
の
あ
る
仕
事
が
ま
わ
る
職
場

意
識
や
、
女
性
に
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
が
与
え
ら
れ
な
い
な
ど
、

男
女
の
不
平
等
が
そ
の
原
因
で
は

な
い
か
』
と
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
こ
う
し
た
問
題
の
解
決

に
は
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

念
頭
に
置
い
て
仕
事
に
取
り
組
み
、

問
題
に
対
し
て
女
性
た
ち
は
、
ど

ん
ど
ん
声
を
あ
げ
て
ほ
し
い
。
自

分
達
の
置
か
れ
た
状
況
を
変
え
ら

れ
る
女
性
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
ま

た
企
業
な
ど
の
ト
ッ
プ
の
意
識
は

だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
中
間
管
理
職
の
意
識
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。
意
識
を
変
え
、

女
性
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
て
ほ

し
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
女
性
が
男

性
化
し
な
く
て
も
活
躍
で
き
る
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
の
あ
る

社
会
へ
変
革
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
』
と
強
調
し
ま
し
た
。
私
も
今

回
の
講
演
で
、
自
分
達
も
意
識
改

革
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

学
び
ま
し
た
。

　

つ
い
先
日
の
あ
る
新
聞
記
事
に

「
新
時
代
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
へ
」
と

題
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。『
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

に
は
男
性
リ
ー
ダ
ー
と
異
な
る
価

値
観
を
持
つ
こ
と
。
そ
れ
は
競
争

心
よ
り
協
力
、
切
り
捨
て
よ
り
巻

き
込
む
、
奪
う
よ
り
分
か
つ
、
憎

む
よ
り
愛
す
る
こ
と
を
重
ん
じ
る

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
成
功
を
収
め

れ
ば
職
場
も
社
会
も
変
わ
る
。
女

性
た
ち
が
、
自
分
の
権
利
を
主
張

し
、
差
別
を
糾
弾
す
る
だ
け
で
な

く
、
多
様
な
価
値
の
創
造
と
需
要

の
担
い
手
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
』
と
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
リ
ー
ダ
ー
へ
の
期
待
と
あ

り
ま
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
に
限
ら
ず

女
性
た
ち
一
人
一
人
に
も
当
て
は

ま
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。　

日

本
で
は
、
女
性
活
躍
推
進
法
な
ど

様
々
な
施
策
が
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。
２
つ
の
話
を
心
に
留
め
、
意

識
改
革
し
前
に
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

共に輝くみほの会

男女がともに

輝くためために

（美浦村女性行政推進協議会）（美浦村女性行政推進協議会）

男女がともに

輝くためために

□お問合せ　役場企画財政課
　☎０２９－８８５－０３４０内線２０８
□お問合せ　役場企画財政課
　☎０２９－８８５－０３４０内線２０８

男女共同参画社会について
一緒に学んでみませんか？
男女共同参画社会について
一緒に学んでみませんか？

美浦村女性行政推進協議会（共に輝くみ

ほの会）では、活動を共にできる会員を

募集しています。（男性の入会も可）

　お問合せ　役場企画財政課

ペットの飼い主は責任をもって飼いましょう！

犬のルールとマナー

猫のルールとマナー

お問合せ　役場生活環境課☎０２９－８８５－０３４０

１放し飼いにしない。

２登録をして、年に一度、狂犬病予防注射を受ける。

３散歩では犬をリードでつなぎ、フンは必ず持ち帰る。

４鳴き声・悪臭・毛などにより近隣に迷惑をかけないようにする。

１動物が嫌いな人やアレルギーで近寄れない人がいることを認識する。

２猫は室内飼育など目の届くところでの飼育が基本。

３猫を外に出すと飼い主にその行動は分かりません。いたずらやフンなどで近所に迷惑をかけたり、

交通事故やなわばり争いによるケガ、感染症をうつされることもあります。

４安易な餌付けをしない。無責任にエサを与えることは、衛生状態に影響を与えたり、子どもを産

んでまた不幸な猫を作る原因となります。猫にエサを与えている方は、その猫が自分の猫である

ことを自覚して、最後まで飼育する覚悟をしてください。

ペットと幸せに
暮らすために
ペットと幸せに
暮らすために

ペットは大事な家族であるとともに、地域社会においても愛される家族でいることが大事です。

習性、年齢、大きさ等に適した飼育環境や方法で飼いましょう。
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外来＋入院（世帯単位）外来（個人単位）所　得　区　分

一　般

現役並み所得者

５７，６００円（多数回４４，４００円）

５７，６００円

２４，６００円

１５，０００円

１４，０００円（年間上限１４４，０００円）

８，０００円

８，０００円区　分　Ⅰ

区　分　Ⅱ

平和の尊さ　ともに考えましょう平和の尊さ　ともに考えましょう
　核兵器のない平和な世界は、私たちすべての願

いです。村では昭和６３年に「非核平和美浦村宣言」

を行い、以来、推進協議会を設置し、非核平和パ

ネル展、広島市の平和記念式典派遣等の活動を行

っています。今年も協議会では、次の事業を実施

します。この機会にもう一度、平和の尊さについ

て考えてみましょう。

【広島市平和記念式典派遣】

◇日程　８月５日～７日

＊小学生・保護者等を派遣

【非核平和パネル展】

◇期間　８月１日（火）～８月１５日（火）

◇場所　美浦村中央公民館

　　　　美浦トレーニング・センター厚生会館　

非核平和美浦村宣言推進協議会

事務局　役場総務課☎０２９－８８５－０３４０（内線２０５）

美浦村子ども議会を開催します

　次代を担う美浦中学校の

生徒が、１日だけ美浦村の

子ども議員になり、村の執

行部に対して一般質問を行

います。質問内容は、子ど

も議員自身が中学生の目線

や発想で村の将来を考え、

準備したものです。ぜひ傍聴にお越しください。

◇日時　７月２４日（月）午前９時～正午（予定）

◇場所　役場３階　美浦村議会議場

◇傍聴　どなたでも傍聴できます

　　　　※傍聴席は３０席先着順です。

◇主催　美浦村議会

◇問合せ　美浦村議会事務局

　　　　　☎０２９－８８５－０３４０（内線３０１・３０２）

国民健康保国民健康保険

お問合せ

国保年金課国保係

☎０２９－８８５－０３４０

（内線）１１６

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
７０
歳
以
上
の
方
が
お
持
ち
の
高

齢
受
給
者
証
（
青
色
の
カ
ー
ド
）
は
、

毎
年
８
月
で
新
し
い
カ
ー
ド
に
切

り
替
わ
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
８

月
か
ら
使
え
る
新
し
い
カ
ー
ド
を

７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
自
己

負
担
割
合
が
２
割
※
（
現
役
並
み

所
得
者
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
３
割
）
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

世
帯
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の

認
定
証
を
被
保
険
者
証
と
一
緒
に

医
療
機
関
等
の
窓
口
に
提
示
す
る

と
、
１
カ
月
の
自
己
負
担
限
度
額

等
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

　

１
カ
月
に
医
療
機
関
等
に
支
払

っ
た
自
己
負
担
額
が
決
め
ら
れ
た

上
限
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超

え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
７０
歳
以
上
の
方

に
つ
い
て
は
上
限
額
が
平
成
２９
年

８
月
よ
り
下
表
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
す
。

７０

歳
以
上
の
方
が
お
持
ち
の

高
齢
受
給
者
証
を

　
　
　
　

郵
送
し
ま
す

高
齢
受
給
者
証
を

　
　
　
　

郵
送
し
ま
す

高
齢
受
給
者
証
の
使
い
方

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
申
請

７０

歳
以
上
の
方
の

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額
が
変
わ
り
ま
す

※
特
例
措
置
に
よ
り
、
２
割
に
該

　

当
す
る
方
の
う
ち
昭
和
１９
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
は

　

１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
な

　

い
方
が
対
象
。
現
在
認
定
証
を

　

お
持
ち
の
方
も
８
月
以
降
分
は

　

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※多数回は、過去１２カ月に４回以上、高額療養費の支給があった場合の４回目以降の額となります。※多数回は、過去１２カ月に４回以上、高額療養費の支給があった場合の４回目以降の額となります。

【
所
得
区
分
】

◎
現
役
並
み
所
得
者　

課
税
所
得

１
４
５
万
円
以
上
の
方

◎
一
般　

課
税
所
得
１
４
５
万
円

未
満
の
方

◎
住
民
税
非
課
税

・

区
分
Ⅰ　

年
金
収
入
８０
万
円
以

下
の
方
等

・

区
分
Ⅱ　

区
分
Ⅰ
非
該
当
の
方

８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）×１％（多数回４４，４００円）

平成２９年８月以降の自己負担限度額（７０歳以上）平成２９年８月以降の自己負担限度額（７０歳以上）

改正前１２，０００円

改正前４４，４００円

改正前４４，４００円（多数回なし）

青字の部分が変更箇所青字の部分が変更箇所
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保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
を
郵
送
し
ま
す

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
を
郵
送
し
ま
す

有効期限は、平成２９年８月１日～平成

３０年７月３１日までの１年間です。

＊後期高齢者医療保険料に未納がある

　場合は、新しい保険証の有効期限が

　短くなる場合がありますので、保険

　料の納め忘れにはご注意ください。

１カ月に支払う医療費の限度額は所得区分により異なります。

所得区分が「区分Ⅱ」「区分Ⅰ」に該当する方は、国保年金課に申請を

すると自己負担限度額等が減額されます。申請後に交付される「後

期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」を、保険証と合

わせて医療機関等の窓口に提示してください。

＊有効期限は申請した月の初日から次の７月３１日までです。

＊すでに認定証を所有しており、８月以降も引き続き該当となる方
には、新しい認定証を保険証と一緒に郵送します。これに関する
手続は不要です。

＊新たに該当となる方には、通知および申請書を郵送しますので、
　申請をしてください。

自己負担割合が「３割」と判定された場合でも、次の基準収入額適用

申請の条件のいずれかに該当する方は、申請により「１割」になりま

す。該当者には村から通知しますので、必ず申請をしてください。

医療費の自己負担割合について

今年の保険証は緑色です

自己負担割合が「３割」と判定された場合でも…

区分Ⅱ、区分Ⅰに該当する方は…

医療費の支払限度額について

自己

負担

割合

自己負担限度額（平成２９年８月診療分～）

　　外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

所得区分

区分Ⅱ

区分Ⅰ

一般

３割

１割

５７，６００円

５７，６００円

（多数回４４，４００円）

（多数回４４，４００円）

１４，０００円

年間上限
１４４，０００円

１５，０００円８，０００円

１割

１割

２４，６００円８，０００円

８０，１００円＋（医療費ー
２６７，０００円）×１％現役並み

所得者

住民税課税所得額

同一世帯内に住民税課税所得が１４５万円以上の

被保険者がいる場合

基準収入額適用申請の条件に該当する方

同一世帯内に住民税課税所得が１４５万円以上の

被保険者がいない場合

同一世帯の全員が住民税非課税である場合

同一世帯の全員が住民税非課税で、世帯の所得

が一定基準以下の場合

・被保険者が同一世帯内に１人の場合は、総収入の合計額が３８３
　万円未満

・被保険者が同一世帯内に２人以上の場合は、総収入の合計額が
　５２０万円未満

・被保険者が同一世帯内に１人で、かつその世帯に７０歳以上の世
　帯員がいる場合は、該当者の総収入の合計額が５２０万円未満

※前年度の所得（住民税課税所得）をもとに判定

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有
効
期
限
は
７
月
３１
日
ま
で
で
す
。

被
保
険
者
に
は
新
し
い
保
険
証
を
７
月
末
日
ま
で
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
と
そ
の
ご
家
族
の
方
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
と
そ
の
ご
家
族
の
方
へ

被保険者が負担する医療費の割合（自己負担割合）は、「１割」または

「３割」です。前年の所得（住民税課税所得）をもとに判定されます。

※多数回は、過去１２カ月に４回以上、高額療養費の支給があった場合の４回目以降の額となります。

（ ）
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後期高齢者医療制度の保険料は個人ごとに算定され、一律に一定額が賦課される「均等割額」と、所得

の状況に応じて賦課される「所得割額」の合計となります。

低所得世帯の方については、保険料の軽減が実施されているところですが、制度の持続性を高めるた

め「負担の公平を図り、負担能力に応じた負担を求める」という観点から一部が見直されました。

皆さまのご理解をお願いいたします。

世帯内の「後期高齢者医療加入者」と「世帯主」の所得の合計額が次の条件を満たす場合は、均等割額が

軽減されます。

３３万円以下かつ被保険者全員の年金収入が年額８０万円以下（その他の各種所得がない）

３３万円以下

３３万円＋（２７万円×被保険者の数）以下　※２６万５千円から２７万円に引き上げ

３３万円＋（４９万円×被保険者の数）以下　※４８万円から４９万円に引き上げ

総所得金額から基礎控除３３万円を差し引いた額が５８万円以下（年金収入のみの方は年金収入額が２１１

万円以下）の方は、所得割額が軽減されます。

後期高齢者医療制度に加入する前日まで被用者保険（社会保険）の被扶養者であった方は、所得割額

と均等割額が軽減されます。

年金の受給額が年間１８万円未満の方や、年度途中に資格を取得した方等は、口座振替や納付書により

納付してください。（納付書は７月中旬に年間分を送付）

※これまで国民健康保険を口座振替にしていた方も、改めて口座振替の手続きが必要です。

年金の受給額が年間１８万円以上の方は、原則・年金から天引きされます。（２カ月ごとの徴収）

※届出により、口座振替に変更できます。

《保険料の算定等について》茨城県後期高齢者医療広域連合事業課☎０２９－３０９－１２１３

《保険料の納付について》役場国保年金課☎０２９－８８５－０３４０内線１１６

保険料の計算について

保険料の納め方

保険料の軽減措置の見直しについて

※前年の総所得金額等により、各種軽減措置が受けられる場合があります。

１年間の保険料額

(１００円未満切捨て)

※上限は５７万円 

所得割額均等割額

（総所得金額等ー基礎控除３３万円）×８％３９，５００円
＋＝

均等割額の軽減の対象者の見直し

所得割額の軽減の軽減される割合の見直し

被用者保険の被扶養者であった方に対する軽減措置の見直し

青字の部分が見直され、変更になりました。

世帯の合計所得額 軽減割合

９割

５割

２割

８．５割

見直しにより、軽減される割合が５割から２割に変更になりました。

見直しにより、均等割額の軽減される割合が９割から７割に変更になりました。

※所得割額の軽減は変更がなく、軽減措置の対象者は賦課されません。

年金からの天引き（特別徴収）

口座振替や納付書による納付（普通徴収）

お問合せ
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８月の乳幼児健診

・４カ月児健診　８月２１日（月）

　対象：平成２９年４月生

・１歳６カ月児健診　８月７日（月）

　対象：平成２７年１２月～平成２８年１月生

・２歳児歯科健診　８月８日（火）

　対象：平成２７年６月～７月生

《受付》午後１時～１時４５分

休日当番医
診療時間：午前９時～午後４時　＊都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎０２９－８６９－４８２０

８　
　

月

７　

月

阿見第一クリニック

ゆはらクリニック

阿見

稲敷

２３日

（日）

あべ整形外科

江戸崎ひかりクリニック

阿見

稲敷

６日

（日）

しんクリニック

江 戸 崎 病 院

阿見

稲敷

１１日

（金）

美浦中央病院

坂本耳鼻咽喉科医院

美浦

稲敷

１３日

（日）

まつばらウィメンズクリニック

いわき内科クリニック

阿見

稲敷

３０日

（日）

☎０２９‐８８７‐３５１１

☎０２９‐８９４‐２００２

☎０２９‐８３０‐５１５１

☎０２９‐８７５‐５１００

☎０２９‐８７５‐５３０３

☎０２９‐８３４‐５７７７

☎０２９‐８７５‐５６８６

☎０２９‐８９４‐２６１１

☎０２９‐８８５‐３５５１

☎０２９‐８９２‐２６２７

健やかづくり健やかづくり

お問合せ

健康増進課

☎０２９－８８５－１８８９

お問合せ

健康増進課

☎０２９－８８５－１８８９

For your healthy lifeFor your healthy life

　夏本番をむかえ、水遊びや遠出など、さまざまなイベントを計画されている家庭も多いことと思います。

普段できない体験ができ、子どもが成長できる時期です。

　一方、心配されるのが子どもの事故。ちょっとした油断で楽しい行事が悲しい思い出とならないよう、

改めて夏に多く発生する事故について確認してみましょう。

　猛暑日に限らず、少し涼しい日でも日差しによっては車内の温度が簡単に高温になります。「少しの時間

だから」「窓を少し開けているから」「寝ているから」などと車内に子どもを置いていくのは絶対やめてくだ

さい。体温調整が未熟な乳幼児は短時間で重度の熱中症になりやすく、死に至るケースもあります。必ず

保護者が車内で付き添うか、かわいそうでも子どもを起こして車外へ連れ出しましょう。

　海水浴や河川でのレジャーの際は、「危険」「遊泳禁止」と書いてある場所には近づかないようにし、天候

の変化に注意しましょう。悪天候が予想されるときは、無理をせず中止・延期を検討しましょう。

また、乳幼児は数センチの水で溺れる可能性があります。

水深が浅い場所や、浴室・ビニールプールでの水遊び中

も絶対に目を離さないようにしましょう。

　手足や顔をやけどする事故のほか、目に当たり失明の危険がおよぶこともあります。消火用に水を入れ

たバケツを用意し、花火を振り回さないよう声をかけ、必ず大人が最初から最後まで付き添ってください。

ひらひらした浴衣や、すその長い服を着せているときはとくに気を付けましょう。

　窓やベランダの戸を開ける季節はとくに注意してくだ

さい。窓のそばにテーブルやソファーを置かないように

しましょう。ベランダに置いてある荷物、クーラーの室

外機、自転車等をよじ登って転落したケースもあります。

　エスカレーターのスカートガード（側面）とステップ

との間に幼児のサンダルが挟まれ、足を負傷する事故が

多発しています。とくに樹脂製やゴム製のサンダルが挟

まれやすいため、履物には注意し、大人が手をつなぎま

しょう。

車内の熱中症

花火

水の事故

窓・ベランダからの転落事故

エスカレーターでの事故
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　　：わいわいタイム　◇対象　未就学児
　火～金曜日：午後３時３０分～３時４５分

　　：お楽しみタイム　◇対象　未就学児
　月曜日、第１・３土曜日：午前１１時１５分～、火・

　水・金曜日：午後２時４５分～（５～１５分程度）

ぴよ：ぴよぴよサロン　◇対象　２カ月～１歳３カ月、妊婦さん　火曜日午前１０時～１１時３０分
　＊月に一度、保健師、助産師、栄養士による「育児相談（　）」を行っています。

エン：エンジョイ子育て　◇対象　未就学児
　金曜日午前１０時～１１時３０分

よち：よちよちルーム
◇対象　１歳児（Ｈ２７４．２～Ｈ２８．４．１生）

　水曜日午前１０時～１１時３０分

プチ：ぴよぴよプチ　◇対象　２カ月～９カ月、妊婦さん　木曜日午後１時３０分～１時５０分

子育て支援センターは、未就学児とその保護者が一緒に遊んで交流できる場です。子育て情報

の提供、子育てに関する相談等を通じて子育て支援を行っています。お気軽にご利用ください。

おも：おもちゃ図書館

◇対象　未就学児・障がいのある方

　＊子どもだけでは利用できません

　第２・４土曜日：午前１０時～１１時３０分

８月の子育てひろば

プチ

プチ

プチ

ぴよ おも

おも

月 火 水 木 金 土日

７

２６２５２４

３１

２３

３０

２２

２９

２１２０

６ ９８

子育て支援センター（みほふれ愛プラザ内）☎０２９－８８５－６５１１＊午前９時３０分～午後６時問合せ　

５４３２１

１１ １２１０

１９１８１７１６１５１４１３

２８２７

プチ

プチ

子育て支援センター ふれ愛夏まつり
子育て支援センターでは、７月４日（火）～８日（土）の５日間、楽しい「

皆さんの参加をお待ちしています。

＊７月８日（土）は午前の部のみの開催となりますのでご注意ください。

子育て支援センターでは、７月４日（火）～８日（土）の５日間、楽しい「夏まつり を開催します。

皆さんの参加をお待ちしています。

＊７月８日（土）は午前の部のみの開催となりますのでご注意ください。

【時間】午前１０時３０分～１１時３０分

【対象】未就学児とその保護者・妊婦さん

　①足型・手型　②おめん作り

　③さかなつり遊び　④おみこしかつぎ　など　

０時３時時 ０３３ 分００ ～１１時３時時 ０３３ 分００

午前の部午前の部午前の部午前の部

美浦村マスコットキャラクター

「みほーす」も遊びにくるよ！

【時間】午後３時３０分～４時３０分

【対象】未就学児とその保護者・妊婦さん

　①足型・手型　②みほーすぬりえコーナー

　③リングリングライダー作り　④おみこしかつぎ　など

時３時時 ０３３ 分００ ～４時３時時 ０３３ 分００

午後の部午後の部午後の部午後の部

催催催催催開催開開をを開をを 催催をを開催

夏まつり期間中 3回以上参加してくれた

お友達には「みほーす」グッズをプレゼント！
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お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

みほふれ愛プラザ

子育て支援センター

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光 と 風 の 丘 公 園

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

デイサービスセンター

老人福祉センター

シルバー人材センター

消費生活センター

美 浦 村 商 工 会

美浦村ホームページアドレス：
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール：info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－６５１１

同上プラザ内

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－８８８５

☎８８５－７０８０

☎８８６－０００７

☎８８５－７１４１

☎８８５－２２５０

※局番は０２９

は
平
成
３０

年
３
月
３１

日
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
者

◇
欠
格
事
項　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

･

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

･

成
年
被
後
見
人
お
よ
び
被
保
佐
人

･

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま

た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
る
ま
で
の
者

･

本
村
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の

処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

･

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

◎
保
健
師

　

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
者
ま

た
は
平
成
３０

年
３
月
３１

日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
者

◎
社
会
福
祉
士

　

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

者
ま
た
は
平
成
３０

年
３
月
３１

日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者

◎
保
育
士

　

保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成

３０

年
３
月
３１

日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
者

◎
司
書

　

司
書
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た

◇
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数

・

一
般
事
務
職　

若
干
名

・

保
健
師　

若
干
名

・

社
会
福
祉
士　

若
干
名

・

保
育
士　

若
干
名

・

司
書　

若
干
名

◇
受
験
資
格

▼
共
通
受
験
資
格

　

健
康
状
態
が
正
常
で
、
昭
和
５２

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
（
村
外
居
住
者
も
受
験
可
）

▼
職
種
別
受
験
資
格

◎
一
般
事
務
職

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学

力
を
有
す
る
者
（
学
歴
不
問
）

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

◇
試
験
の
方
法

･

第
１
次
試
験　

茨
城
県
町
村
職

員
採
用
統
一
試
験
（
教
養
試
験
、

論
文
･
作
文
）

＊
大
学
卒
程
度
と
、
短
大
･
高
卒

程
度
に
区
分

･

第
２
次
試
験　

第
１
次
試
験
合

格
者
を
対
象
に
口
述
試
験
（
個

別
面
接
）・
身
体
検
査

＊
第
１
次
試
験
の
合
格
者
の
発
表

は
１０

月
中
旬
頃
に
、
最
終
合
格

者
の
発
表
は
１１

月
下
旬
頃
に
本

人
に
通
知
し
ま
す
。

◇
第
１
次
試
験
期
日
お
よ
び
会
場

･

期
日　

９
月
１７

日
（
日
）

･

会
場　

茨
城
大
学
（
水
戸
市
文

京
２
丁
目
１－

１
）

◇
第
２
次
試
験
期
日
お
よ
び
会
場

　

第
１
次
試
験
の
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

◇
受
験
手
続　

　

申
込
書
、
履
歴
書
を
役
場
総
務

課
に
提
出
（
申
込
書
、
履
歴
書

は
役
場
総
務
課
で
交
付
）

＊
郵
送
で
請
求
の
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込

用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
返

信
用
封
筒
（
３３

×
２４

㎝
･
あ
て

先
明
記
･
１
２
０
円
切
手
を
貼

付
）
と
、
住
所
･
氏
名
･
電
話

番
号
･
最
終
学
歴
（
卒
業
見
込

み
を
含
む
）・
応
募
職
種
を
明
記

し
た
書
類
を
同
封
の
こ
と
。

◇
受
付
期
間　

８
月
２

日
（
水
）
ま

で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
土
･
日
･
祝
日
を
除
き
ま
す
。

＊
郵
送
は
８
月
２

日
（
水
）
午
後
５

　

時
必
着
。

◇
給
与　

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
規
則
に
基
づ
き
支
給
さ
れ

ま
す
。
学
校
卒
業
直
後
の
基
本

給
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
平
成

２９

年
４
月
現
在
･
月
額
）

･

大
学
卒
業　

１７

万
８
２
０
０
円

･

短
大
卒
業　

１６

万
１
７
０
０
円

･

高
校
卒
業　

１５

万
５
０
０
円

＊
学
校
卒
業
後
、
一
定
の
経
験
年

数
が
あ
る
者
は
一
定
額
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

＊
こ
の
ほ
か
、
各
種
手
当
（
扶
養

　

・
通
勤
・
居
住
・
時
間
外
・
期

末
お
よ
び
勤
勉
手
当
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
総
務
課
人
事
担

当
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

０
３

４
０
（
内
線
２
０
３
）

平
成
３０

年
度　

美
浦
村
職
員
募
集

平
成
３０
年
度
採
用
の
村
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
試
験
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

木原祇園祭木原祇園祭

７月１５日（土）

　　１６日（日）

７月１５日（土）

　　１６日（日）

７月１５日（土）

　　１６日（日）
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◇
日
時　

７
月
３０

日
（
日
）
午
前
１０

時
〜
午
後
２
時
３０

分

◇
内
容　

人
工
肛
門
･
人
工
ぼ
う

こ
う
の
方
の
勉
強
会

＊
装
具
の
展
示
・
相
談
あ
り
ま
す
。

◇
会
場　

牛
久
市
中
央
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
牛
久
市
柏
田
町
１

６
０
６－

１
）

＊
駐
車
場
あ
り
ま
す
。

◇
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
資
料
、

お
弁
当
代
他
）

◇
申
込
締
切　

７
月
２１

日
（
金
）

◇
申
込
･
問
合
せ　

公
益
社
団
法

人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城

県
支
部
（
北
村
）
☎
０
２
９－

８

７
６－

６
８
３
８

　

村
で
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
水
稲
病
害
虫
防
除
を
７
月

下
旬
〜
８
月
上
旬
に
実
施
し
ま
す
。

　

防
除
作
業
は
、
低
空
飛
行
に
よ

る
散
布
を
徹
底
し
飛
散
防
止
に
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
実
施
し

ま
す
。
作
業
中
は
大
変
危
険
な
の

で
周
囲
に
近
付
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
早
朝
よ
り
の
騒
音
等

に
つ
き
ま
し
て
は
ご
容
赦
く
だ
さ

　

頭
を
強
く
ぶ
つ
け
た
り
、
脳
卒

中
等
の
病
気
で
倒
れ
た
後
に
「
新

し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い
」「
人

が
変
わ
っ
た
」「
今
ま
で
と
違
う
」

等
と
感
じ
た
ら
、
高
次
脳
機
能
障

が
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
高
次
脳

機
能
障
が
い
は
外
見
か
ら
は
分
か

り
づ
ら
く
、
周
り
か
ら
見
過
ご
さ

れ
た
り
、
本
人
も
気
づ
か
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
茨
城
県
立
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
任
の
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

高
次
脳
機
能
障
害
者

支
援
相
談
窓
口
☎
０
２
９

－

８

８
７

－

２
６
０
５

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
し
て

い
け
る
よ
う
、
介
護
予
防
を
目
的

と
し
た
教
室
で
す
。

◇
対
象
者　

村
内
在
住
の
６５

歳
以

上
の
方

◇
定
員　

８
名
程
度

＊
先
着
順
。
定
員
を
超
え
た
場
合

は
次
回
の
コ
ー
ス
へ
案
内
し
ま
す
。

◇
会
場　

美
浦
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

◇
内
容　

個
人
の
体
力
に
合
わ
せ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
用
い

た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

◇
日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日
（
週

２
回
）
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時

３０

分
（
原
則
３
カ
月
）

◇
費
用　

１
回
２
０
０
円

＊
治
療
中
の
疾
患
等
に
よ
り
ご
遠

慮
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

美
浦
村
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
介

護
課
内
）

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の

に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）

が
、
「
２５

年
」
か
ら
「
１０

年
」
に
短
縮

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
年
金
機
構
で
は
こ
れ
ま
で
に
対

象
と
な
る
方
に
黄
色
の
封
筒
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
）
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
制
度
の
開
始
は
、
平
成
２９

年

８
月
１
日
（
最
も
早
い
年
金
の
お

支
払
い
は
平
成
２９

年
１０

月
）
で
す
。

ま
だ
請
求
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
今
す
ぐ
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
に
お
電
話
を
。
予
約
の
上
、
年

金
事
務
所
に
て
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

◇
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７

０－

０
５－

１
１
６
５

　

高
齢
者
の
口
腔
機
能
低
下
や
肺

炎
等
の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、

歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

《
平
成
２９

年
度
の
対
象
者
》

　

後
期
高
齢
医
療
制
度
の
被
保
険

者
の
う
ち
次
に
該
当
す
る
方
。

・

昭
和
１６

年
４
月
１
日
〜
昭
和
１７

年
３
月
３１

日
生
ま
れ

・

昭
和
１１

年
４
月
１
日
〜
昭
和
１２

年
３
月
３１

日
生
ま
れ

・

昭
和
６
年
４
月
１
日
〜
昭
和
７

年
３
月
３１

日
生
ま
れ

＊
対
象
者
に
は
、
茨
城
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
「
歯

科
健
康
診
査
の
ご
案
内
」
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。
実
施
医
療
機
関

等
、
詳
細
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
受
診
期
間　

９
月
１
日
（
金
）
〜

１２

月
３１

日
（
日
）（
１
年
度
１
回
）

◇
受
診
費
用　

無
料

＊
歯
科
健
診
に
引
き
続
き
治
療
を

行
う
場
合
に
は
、
別
途
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

◇
問
合
せ　

茨
城
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
事
業
課
☎
０
２

９

－

３
０
９

－

１
２
１
２

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
経
済
課

　

７
月
中
旬
に
介
護
保
険
料
の
年

間
分
（
全
８
期
）
の
納
入
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。
納
付
書
に
記
載
さ

れ
た
期
限
ま
で
に
取
扱
金
融
機
関

に
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者　

普
通
徴
収
の
対
象
と

な
る
方
（
年
金
受
給
額
が
年
額

１８

万
円
未
満
の
方
）

《
介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
・
滞

　

納
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

　

納
期
限
か
ら
１
年
以
上
介
護
保

険
料
を
納
め
て
い
な
い
方
は
、
滞

納
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
に
保

険
給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・

１
年
以
上
滞
納　

費
用
全
額
を

一
度
利
用
者
が
負
担
し
、
申
請

後
に
保
険
給
付
９
割
（
ま
た
は

８
割
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

・

１
年
６
か
月
以
上
滞
納　

保
険

給
付
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
一

時
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。

・

２
年
以
上
滞
納　

利
用
者
負
担

が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
福
祉
介
護
課

後
期
高
齢
者
対
象
の

歯
科
健
康
診
査

や
ま
ゆ
り
運
動
教
室

参
加
者
募
集

年
金
請
求
書
の
手
続
き

漏
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
か

高
次
脳
機
能
障
が
い

相
談
窓
口

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

介
護
保
険
料
の
納
入
通
知

書
・
決
定
通
知
書
送
付

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
水
稲
病
害
虫
防
除
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教
材
（
安
中
小
学
校
３０
冊
）

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
Ｊ
Ｒ
Ａ
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
様　

使
用
済
切
手

○
関
東
農
産
株
式
会
社
様　

使
用

済
切
手

○
鈴
木
貞
治
様　

使
用
済
切
手
、

　

使
用
済
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

○
匿
名
希
望
１
件　

使
用
済
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド

〔
フ
ー
ド
バ
ン
ク
茨
城
へ
〕

○
東
京
鋼
器
株
式
会
社
様　

即
席

味
噌
汁

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

常
陽
銀
行
顧
問
委
嘱
の
社
会
保

険
労
務
士
が
、
無
料
で
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。（
要
予
約
）

◇
開
催
日
時　

７
月
２１
日
（
金
）
午

前
１０
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

常
陽
銀
行
美
浦
支
店

◇
予
約
・
問
合
せ　

常
陽
銀
行
美

浦
支
店
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

２
９
１
５

　

県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に
障

が
い
の
あ
る
方
の
見
え
に
く
さ
を

補
う
た
め
の
補
助
具
（
レ
ン
ズ
や

拡
大
読
書
器
等
）
の
展
示
や
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
小
さ
な
お
子
様

や
保
護
者
の
方
だ
け
で
な
く
、
成

人
の
方
や
関
係
機
関
か
ら
の
参
加

も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

入
学
を
前
提
と
し
な
い
相
談
会

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

◇
日
時　

７
月
２４
日
（
月
）
午
前
１１

時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

茨
城
県
県
南
県
民
セ
ン

タ
ー
第
１
分
庁
舎
第
３
会
議
室

（
土
浦
市
真
鍋
５

－

１７

－

２６
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

茨
城
県
立
盲

学
校
視
覚
障
害
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
９－

２
２
１－

３

３
８
８
、
メ
ー
ル
（sh

ie
n
@
ib
a

　

ra
k
i-sb

.e
d
.jp

）

《
就
職
面
接
会
》

◇
対
象　

学
生
を
除
く
若
年
者
や

離
職
中
の
求
職
者

＊
参
加
費
無
料
・
事
前
申
込
不
要
。

＊
履
歴
書
を
複
数
枚
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

＊
雇
用
保
険
の
「
求
職
活
動
実
績
」

　

に
な
り
ま
す
。

◇
日
時　

７
月
１２
日
（
水
）
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

＊
午
後
１
時
受
付
開
始
。

◇
会
場　

茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎

２
階
大
会
議
室

◇
問
合
せ　

茨
城
県
労
働
政
策
課

い
ば
ら
き
就
職
・
生
活
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

－

２
３

３

－

１
５
７
６

《
面
接
会
準
備
セ
ミ
ナ
ー
》

◇
日
時　

７
月
６
日
（
木
）
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
３０
分

◇
会
場　

い
ば
ら
き
就
職
・
生
活

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

◇
内
容　

応
募
書
類
の
ポ
イ
ン
ト
、

当
日
の
面
接
の
コ
ツ
等

◇
問
合
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法

人
雇
用
人
材
協
会
☎
０
２
９

－
３
０
０

－

１
７
３
８

◇
受
験
案
内　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（h

ttp
://w

w
w
.c
o
u
rts.g

o
.jp
/sa

iy
o
/in
d
e
x
2
.h
tm

l

）
、
ま

た
は
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
る

受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間　

・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込　

７
月

１１
日
（
火
）
午
前
１０
時
〜
２０
日
（
木
）

・

郵
送
申
込　

７
月
１１
日
（
火
）
〜

１４
日
（
金
）

＊
簡
易
書
留
郵
便
・
当
日
消
印
有
効
。

◇
第
１
次
試
験　

９
月
１０
日
（
日
）

◇
第
２
次
試
験　

１０
月
１３
日
（
金
）

〜
１０
月
２６
日
（
木
）

◇
問
合
せ
・
申
込
先　

水
戸
地
方

裁
判
所
事
務
局
総
務
課
人
事
第

一
係
☎
０
２
９

－

２
２
４

－

８

４
２
１

〔
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
〕

○
株
式
会
社
伊
藤
建
設
様
・
筑
波

銀
行
様　

大
型
絵
本
、
玩
具
等

〔
各
小
学
校
５
年
生
へ
〕

○
Ｊ
Ａ
茨
城
か
す
み
様　

食
農
教

育
補
助
教
材
（
木
原
小
学
校
６０

冊
、
大
谷
小
学
校
１
０
０
冊
）

○
Ｊ
Ａ
稲
敷
様　

食
農
教
育
補
助

　

善　
　

意

美浦村

メガソーラー

美浦村

メガソーラー

５月の発電量

累計（今年度）

３１２，８０２

　　５９９，６６７

（単位：ｋＷｈ）

（５月１日～３１日）

５月３１日現在死者ゼロ継続１，１８６日

発生件数

負傷者数

死者数

１

　１

０

年累計

（　１０　）

（　１５　）

（　　０　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況

県
立
盲
学
校
「
地
域

巡
回
教
育
相
談
会
」

常
陽
銀
行
無
料
年
金
相
談

平
成
２８

年
度
裁
判
所
職
員

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
）

元
気
い
ば
ら
き
就
職

面
接
会
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教育相談

相談日以外は留守番電話またはＦＡＸで

相談を受け付けています。

＊事前連絡の上、おこしください。

毎週火～金曜日

午前９：００～午後４：００

電話
相談

毎週水・金曜日

午前９：００～午後４：００

来所
相談

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０

主催　美浦村社会福祉協議会

日時

＊８月１日（火）午前８：３０より申込受付

日時

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは

ご相談ください。（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等

何でもご相談に応じます。（予約不要）

日時

場所

７月１０日（月）・８月２１日（月）

午後１：００～３：００

地域交流館みほふれ愛プラザ

日時

場所

☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ相談・連絡先

場所：光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

８月２３日（水）

午後１：３０～４：００

８月７日（月）・２１日（月）

午後１：００～３：００

７月２８日（金）
午前１０：００～正午

役場１階住民相談室

　

村
で
は
、
住
民
課
窓
口
業
務
の

「
時
間
延
長
サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び

「
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等
の

休
日
交
付
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
常
の
業
務
内
容
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長
実
施
日

　

原
則
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
。

＊
祝
日
等
の
理
由
に
よ
り
実
施
日

　

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
７
月
・
８
月
の
実
施
日
時　

７

月
１２
日
・
２６
日
、
８
月
９
日
・

２３
日
、
午
後
５
時
１５

分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

　

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

　

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

　

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

　

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

　

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

　

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

　

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前

　

８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
ま
で
に

　

電
話
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
、
土

　

・
日
・
祝
日
等
の
役
場
閉
庁
日

　

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
予
約
の
電
話
は
、
証
明
書
を
受

　

け
取
り
に
来
庁
さ
れ
る
方
ご
本

　

人
が
、
直
接
役
場
住
民
課
ま
で

　

お
掛
け
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付
（
電
話
予
約
）

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

７月の納税

固 定 資 産 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

＊納期限は７月３１日（月）です。

（２期）

（１期）

（１期）

　

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
、

悩
み
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
身
内

に
は
話
し
に
く
い
・
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
等
、

こ
こ
ろ
の
中
に
不
安
や
悩
み
を
留

め
て
お
く
こ
と
は
、
こ
こ
ろ
の
健

康
を
害
し
て
し
ま
う
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
声
に
出
し
、
不
安
な
気

持
ち
を
誰
か
に
聞
い
て
も
ら
う
と
、

こ
こ
ろ
が
軽
く
な
る
こ
と
は
よ
く

あ
り
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保

ち
、
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
ち
続

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
相
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

気
持
ち
を
軽
く
す
る
こ
と
の
お
手

伝
い
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
予
約
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

７
月
３１

日
（
月
）
午
後
２

時
〜

◇
会
場　

役
場
１
階
住
民
相
談
室

◇
相
談
員　

精
神
保
健
福
祉
士
、

　

社
会
福
祉
士

◇
予
約
・
問
合
せ　

役
場
福
祉
介

護
課

　

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
身
体
障

害
者
福
祉
協
議
会
で
は
、
県
か
ら

の
委
託
・
補
助
を
受
け
て
、
身
体

障
が
い
者
の
方
々
が
良
き
配
偶
者

に
恵
ま
れ
幸
せ
な
結
婚
が
で
き
る

よ
う
に
、「
結
婚
相
談
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

「
結
婚
相
談
」
は
、
面
談
の
う
え

で
会
員
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
結

婚
を
希
望
す
る
身
体
障
が
い
者
の

方
に
、
交
流
会
（
集
い
の
場
）
の
開

催
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

「
各
種
相
談
」
は
、
身
体
障
が
い

者
の
就
労
や
生
活
全
般
に
係
る
相

談
に
つ
い
て
、
各
種
支
援
制
度
や

機
関
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

◇
相
談
日　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
１０

時

〜
午
後
３
時

＊
結
婚
相
談
は
要
予
約
で
す
。

◇
問
合
せ　

茨
城
県
総
合
福
祉
会

館
２
階
（
水
戸
市
千
波
町
１
９

１
８
）
☎
０
２
９－

２
４
３－

７
０
１
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

：

０
２
９

－

２
４
３－

７
０
１
８

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

身
体
障
が
い
者
の

結
婚
相
談
・
各
種
相
談



〈平成２９年６月１日現在の人口と世帯数〉 男８,１０３　女７,７２５　計１５,８２８（前月比ー２８）世帯数６,６８９（前月比－１２）

広報みほ（№６６４・平成２９年７月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。

再生紙を使用

鹿島アントラーズＦＣ
フレンドリータウンデイズ「美浦の日」

◇対象試合　Ｊ１リーグ第２０節　鹿島アントラーズＶＳベガルタ仙台

◇日　　時　８月５日（土）午後６時３０分キックオフ

◇会　　場　県立カシマサッカースタジアム（鹿嶋市神向寺後山２６－２）

◇受付時に確認させていただくもの

・村内在住・在勤・在学・年齢（無料招待対象者のみ）を証明できるもの

・アントラーズファンクラブ会員証（会員の方のみ）

・チケット引換券（役場・中央公民館・光と風の丘公園クラブハウスで配布）

◇受付場所　スポーツセンター側のイベント窓口（入場券との引き換えは午後２時開始予定）

◇問合せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内線２０８）

◇受付時に確認させていただくもの

・村内在住・在勤・在学・年齢（無料招待対象者のみ）を証明できるもの

・アントラーズファンクラブ会員証（会員の方のみ）

・チケット引換券（役場・中央公民館・光と風の丘公園クラブハウスで配布）

◇受付場所　スポーツセンター側のイベント窓口（入場券との引き換えは午後２時開始予定）

◇問合せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０（内線２０８）

鹿島アントラーズ Ｓベガルタ仙台

▼美浦村内在住・在勤・在学の

小学生・中学生・高校生、６５歳以上の方、

アントラーズファンクラブ会員の方
それ以外の方

ベガルタ仙台

以外の方

節　鹿島アントラーズＶＳＶＶ ベ

後６時３０分キックオフ

上の方、

方
それ以

１，０００円で

 ご優待！

無料で

ご招待！

美浦村防災訓練を実施します！美浦村防災訓練を実施します！
　村では、平成２４年度から防災訓練を実施しています。今年度は木原地区を重点対象地区として

以下のとおり実施します。いろいろな防災体験ができますので、木原地区にお住まいの方はもち

ろん、その他の地区にお住まいの皆さまも是非ご参加ください。

《　日　時　》

《　会　場　》

《　駐車場　》

７月２３日（日）午前９時３０分開会（受付：午前９時～）※雨天中止

木原小学校

木原保育所、木原地区多目的集会施設、農林漁業者トレーニングセンター

※会場近隣の方は、避難時を想定した服を着用のうえ、危険になりそうな箇所をチェック

　しながら、徒歩で木原小学校にご来場いただくと、有事の際に役立ちます。

■問合せ　役場総務課消防防災係☎０２９－８８５－０３４０内線２０４

鍋からの模擬火災消火訓練

各ブースにて訓練・体験・展示各ブースにて訓練・体験・展示

降雨体験（降雨体験車）、土石流体験（自然災害体験車）

心肺蘇生法訓練（ＡＥＤ）

消防車両展示、はしご車乗車体験

茨城県防災ヘリコプター展示

災害に関する展示

避難所設営体験

専用の段ボールを

利用した段ボール

ベッド作り体験

避難所設営体験

専用の段ボールを

利用した段ボール

ベッド作り体験

実演見学

防災ヘリコプター
による人命救助

実演見学

防災ヘリコプター
による人命救助

《　訓練内容　》
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